１６年度　大学入試センター試験情報　　

【日程】　　出願：１０月６日～１７日
　　　　　　　　　　　試験：１月１７日・１８日
【時間割】昨年と比べ、時間割が大きく変わります。過年度生は特に注意してください。
	試験日
	試験教科
	試験科目
	試験時間

	第1日
(1／17)
	外国語
	『英語』「ドイツ語」「フランス語」「中国語」「韓国語」
	9：30～10：50 

	
	地理歴史
	「世界史Ａ」「世界史Ｂ」「日本史Ａ」「日本史Ｂ」
「地理Ａ」「地理Ｂ」
	11：35～12：35 

	
	理科(1)
	「総合理科」「物理IＡ」「物理IＢ」
	13：50～14：50 

	
	理科(2)
	「化学IＡ」「化学IＢ」「地学IＡ」「地学IＢ」
	15：35～16：35 

	
	理科(3)
	「生物IＡ」「生物IＢ」
	17：20～18：20 

	第2日
(1／18)
	国語
	「国語I」『国語I・国語II』
	9：30～10：50 

	
	数学(1)
	「数学I」『数学I・数学Ａ』
	11：35～12：35 

	
	数学(2)
	「数学II」『数学II・数学Ｂ』「工業数理」「簿記」
『情報関係基礎』
	13：50～14：50 

	
	公民
	「現代社会」「倫理」「政治・経済」
	15：35～16：35 


注)『　　』内記載の科目は、二つの科目を総合したもの、または二つ以上の科目に共通する内容を盛り込んだ出題科目を示す。（例えば『英語』は「英語Ⅰ」「ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝＡ・Ｂ・Ｃ」の共通事項を含むということ）
  ＜主な変更点＞
「理科」が２コマ→３コマに
（これまでは、「物理・生物」の組み合わせは同じコマだったためできませんでし

たがコマが別になったことでこの２教科両方を受験することが可能になります。）
１日目の開始時刻が昨年より３０分早まります
国立大学は「５教科７科目」でほぼ統一！
＜典型的な科目選択パターン＞※例外もあります
理系：「英語」「国語」「数学(２科目)」「地歴or公民」「理科（２科目）」
文系：「英語」「国語」「数学(２科目)」「地歴」「公民」「理科」
短大も利用可能に（１６年度は８９校が利用）
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【センター試験の基礎知識】
＜出願にあたって＞

　・センター試験の出願時期は意外と早い

　　１２月ぐらいになって「やっぱりセンター受けたいんですけど・・・」

　　という声をときどき聞きます。センター出願期間は１０月中旬まで。この時期に出願しなければ、もうセンター試験を受験することはできません。

　　　出願時（１０月）までには志望校を絞り、センターの結果で志望変更する場合も想定しながら、それらの大学の要項に沿ったセンター受験を決めることが重要です。
私立大学のセンター利用は毎年増加し、来年は３８７大学と、ほとんどの大学でセンター利用による定員枠を設けることになります。しかもそのほとんどが個別試験（２次試験）を課さずにセンターの成績のみで合否判定をしますので、センター試験を受験するだけで複数の大学に出願が可能になります。

　・３教科以上を受験すること
　　出願時には、受験科目が「２教科以下」か「３教科以上」かを申告します。これは、受験料が違うからです。（２教科以下１万円・３教科以上１万６千円）受験科目は、出願時に一応選択しておきますが、当日に変更ができます（※１）。
最近では、センター２教科や１教科のみで合否判定を行う私立大学も増えてきましたが、やはり主流は３教科です。センター出願時に志望校がまだ定まらない場合は、３教科以上を申告しておきす。また、センター出願時の志望大学が「２教科のみ」を課したとしても、受験の段階でさらにレベルの高い大学をねらいたくなったり、併願する大学が志望大学と異なる科目を課したりすることも十分考えられますので、やはり「３教科以上」を申告しておくべきでしょう。
　　　※１：各教科とも合冊（一つの冊子）にまとめられていて、当日受験生が選択することができます。

ただし下記の特殊科目は、出願時にあらかじめ申告しておかないと、当日受験できません

別冊：「ドイツ語」「フランス語」「中国語」「韓国語」及び「工業数理」「簿記」『情報関係基礎』
　・科目選択による有利不利は・・・
例えば「地歴」の教科の場合「世界史」と「地理」のどちらをとるかで有利不利があるのでしょうか・・・問題の難易度によって、毎年若干の平均点の差が出ることは確かです。ただし、その差が極端な場合（平均点で２０点以上の開き）は、「得点調整」が行われ、科目間の不公平がなくなるような措置がとられます。ここ数年は「得点調整」は行われていません。「公民」は、昨年まで「倫理」有利という傾向が続いていましたが、今年は「政経」の平均点が「倫理」を上回りました。いちがいに「どの科目が有利」ということはいえません。大切なことは自分の自信のある科目を選んで早めに対策を行うことです。
